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ＮＰＯ法人　留学生と語り合う会(RKK)Relationship andKindness are theKings ofPeace

第８回ＲＫＫ通常総会開催　　　　　　The 8° Annu91 General Meetilg Report

　　5月５日(金)、かながわ県民センターにおいて、通　TheAnnull General Meeting was held al Kanagawa

常総会が開催されまＬた。本年度のスローガンは｢活動　Kerl"やCelter°゜Fridsy･M8y5｡

　質向上をめざす　とし　留゜“生支援　一一ズに対W11h thls year's slogan‘Alm 11】rupgradmg the qllalityof:
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方がヽ楽しみや喜ぴを共有できるボランティア活動を推進pleasure and happiness hy pmviding delliled supporl

していくことが承認されました。　　　　　　　　adaptedt。needs ofsludents.

1)日本語学習支援　　　　　　　　　　　　　　1〕SupponibrleamingJapanese:

・1対１の個別支援により、留学生個々の状況にあわせ　・We promote one-lo-olle persolal support adapted lo eacl!

　た支撞を推進します。　　　　　　　　　　　　stude�s cjrcumstances、

・日本語の教え方講習会を開催し、会員の教え方能力の　・ By holding seminars of leaching Japanese.weaimlo

　向上を図ります。

2)文化・ファミリー交流

　increaseteachingabilitiesofmembers.

2)Cultural and family exchanges:

5;i見嘉Jii集;;iどのイベントや音楽鑑賞、絵画　・cllt？l e゛？11ge“iり｢o“｀??d !? h!1ldills?e? s¨ch

　鑑賞により文化交流を推進Ｌます。

・留学生とその家族とのファミリー交流により、幅広い

　支援を展開します。

3)社会一工場見学

一工場、公共機関、観光地などへの見学会や散策を年４

　回実施します。

・留学生の興味、関心の高い見学先を選択し、文化一芸

　能分野へと広げていきます。

4)中国語学習

・会員、一般市民を対象に、中国出身の個学生が講師と

　なって中国語を勉強します。

5〕RKKフェスティバル

一昨年に続き、日本語スピーチ大会およびRKK文化祭を

　asachenyl)lossompartyandtheStarFestivalandgoing

　to musical concerts and art exhibitions、

゜Wcprovidcwjdc-rangingsupportthroughcxchangcswith

　students and their fhmi】ieson a family basis、

3)Field trjpsand factory tours:

゜We make excursions to the fhctories、public fhcilities、

　sightseeing spots andsoonfbur times a year.

・The destination of the tour will be chosen based on the

　degreeofstudents'interestandbeexpandedtothecultufe

　and performing artsneld.

4)Leaming Chinese:

'Chinese language classes taught by Chinese students open

　to both members and non-members ofRKK.

5)RKK Festival:

　・Followinglastyear､theJapanesespeechcontest皿dRKK

Fヽ､?1こ?!T?l!催し、全員参加型イベントとして　i;i;Jこ瓦iili;J;ぶ⊆;^μこぷ;⊆
　盛り上げを図ります。

6)各種施策

・留学生支援のための各種勉強会の開催

・創立20周年記念事業プロジェクトの立ち上げ

・ボランティア活動の安全対策

・新入会員へのガイド

・留学生の多様化促進

・大学との連携強化

お
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ら
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開催場所:県民サポートセンター

講師:薄井廣美先生(横浜国大非常勤講師)

日程:10/9日〔月・祝日〕10:30～12:30

　　　10/14日(土)13:30～15:30

　　　10/22日〔日〕13:30-･15:30

　day as a11-parlicipaling-lypeevenllo make more exciled.

6)01her plans:

・ Holding garjous sludy sessions to slpport stlldents

・ La11nch ofthe 201h anniversa啄memorialproiect

・ Safity measures fbt volunleer acljviljes

・Guidance for lew members

‘Promaling lhe diversillcatian�sludenls

・ StrenglheninS cooperaljon with universilies

　　　　　　　　　　(Translated byAzusaSugita)

11/4日(土)13:30～15:30

11/11日(土)10:30～12:30

詳細はhQmepsgeを参照ください。

httD:唐kk.world.coocan.iD/

※　今屁から●乙い凛蕨Zごよ,5

　　－蒼勁ZIず7.ご寄俘ぐだき£1.
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　　　　　　　　　　　　ｔｈ・●ｓ　　ｉｌｌｕｎｔｌｓｉ　わたL

　　　　　　ご＆わ1･い　　テーマはrポラ｡ンデ､ﾀﾞ'ア２－｡/

　　　RKK懇話゛　　かりか　　つlによlそうかいLゆう1jょうご　こlitい
　　　　　　　●W　　5月5日のRKK通常総会終了後に､恒例の

　『[i一]　

-

　　　　　　　　　　　懇話会が開催されました。懇談のきっかけと

　　ｌｈｌ・ｌｌｌｌｓｌｈ　ち●弓ご4LSgL&M一弓il(齢1･　　　　　もとなるショートスピーチは、中国出身留学生の黄立志さん、元価学生で

　せいかいLI£　　　　　　　　　　IZ･んこん　　盧つtsなＳこ　　こCIRKK正・員となった馬戦隆さん、そして日本人会員の松井直子さん、小島

あ●ご　　ご＆ｌゆき畠　　つかごL.S.じお　　ふになわゆ１ご　　　にん明子さん、後藤幸男さん、塚越富士雄さん、鐘綱裕子さんの7人が、それ

　　　にj:λをいliん　かんが　　咄なL　　　　　　　　ひごろ　きぞれご自分の体験や、考えをお話していただきました。日頃、お聞きし

　　　　　　　　　もよaLilあな　　　●よ1かん　1ヽんL･いだていない会員のお話に、聴衆の皆さんは、共感され関心を抱かれたよう

　　　　　　　　畠と　　　　ｔｌｂｌ●　刺か　　ちｅがＬ　∽　屯gでした。スピーチの後は、６つの予－プルに別れて、茶菓子一飲み物をい

ただきながらの歓談で、約2時間の楽しいRKK懇話会でした。

1皿:　顧問ｶヽらのだより　:皿･

ＲＫ Ｋ　と私
　　　こもん　おおたたかおRKK顧問　大田孝生

　戸塚で行なわれた日本語の教え方講習会に参加した受講生を対象に吉渾さん（現

RKK顧問）の呼びかけでRKKは１９９９年の春、誕生しました。私もその内の一人で

すが本稿の前半はー会員としての思い出話を、後半はお
替刺や４
世話役 としての思い出を書留め

てみたいと思います。先ず前半は日本語支援のことです。外国人に日本語習得を支援

　　　　　ｉ　　はに　　　　　　　　こ傭　　　　　S迦き9!i　　　　ひ　血管するのは生まれて初めてのことでもあり。細かすぎたり、大雑把すぎたり、冷や汗もの

の支援でした。最初の６年間で１３人の留学生と日本語の取っ組み合いが続き、半ぱ

む1‘t･も●う　　　　　なか　　　　14Di　　hlSI･nlnl　　　　　　　　　liいSいi’4　li｛L恚んぷん無我夢中でしたが、その中にあって、特筆すぺきハプニングがありました。その対象は経済学の博士論文の日本語

　ａｈｓａｌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ぱんのチェックをするというものでした。この博士論文の支援期間は２００２年から３年間でしたが、私の出番は論文

提出月の３月と９月それぞれ３週間前後だけです。しかし、その期間は夜中１時位まで難解の論文が私の

パソコンに次々と入り校正後、つど、返信が綾くわけです。論文のタイトルは「中国企業と対外直接投資と国家

戦略」という目もくらむようなテーマで、私の役目は日本語の論文が正しく、効果的に使われているかを看ること

でした。論文の提出者は中国山東大旱出身の張岩さんという女子学生で、ご本人はむしろ日本語より英語で論文

を書きたかったようでしたが、厚かましくも私の方から「日本語にしませんか、日本語なら私も何とかやります

よ」と、つい大見得を切ってしまい、結果としてトータル１ ０ ５ページの論文とお付き合をする碓目になってしま

いました。しかし、なんと３年後の三月のある日、彼女から「博士号、合格しました」と私の携帯に電話があり、

こちらも飛ぴあがるほど嬉しかったことを思い出します。博士号を取ったのは彼女であって、こちらは裏で文章

の校正を担ったに過ぎないのに、これllど嬉Ｌかったのは伺故だか、いまだに分らないままです。この興奮は私に

　　　　　　　すろに●aねん　　　　　　　　　　　　　　　ＩＱ１１なかまき£とILal　　　　　　　　iCとって、ここ数＋年なかったのでは、と思います。その数年後、ゴルフ仲間と山東省に旅行したとき、その途次

同雀済南市で彼女のお父さん、お母さんにもお会いするという一幕もあり、また昨年は彊さんが山東大旱

Ｉｌｌ・ｌａｎ　い魁いゐ　　らいにち　　こ（･いお1ず　自Ｌ･　　　　ｌ・「ｌｌ　曹●　　　　　　　hlll･･､llミッションの一員として来日、横浜国大を訪れた際、横浜国大パーティの席でお会いするというハプニングまで

あり、何かと、接触は綾いています。次にRKKのお世話役としての回想ですが、私は２００７年に斎藤真二さん

の後任とＬて会長を仰せつかり、２００９年にはNPO法人になったため、名称が理事長に変わり、２０１４年に

&1･a　　bltlll●II　　　けい　　　　　　ｳ１　　　　　　　　　ｌｌｌｌｉｔ●●ｒｌんたい　ＩＩ●ｄ深水さんにバトンタッチするまで計フ年間お世話役を努めさせていただきました。ボランティア団体のリード役に

ついてはある程度は知っている稽もりでしたが、利益追求の会社との違いは予期していた以上でした。定款にあ

る崇高な目的の達成よりも、如何に楽しかったかが活動の評価基準であることでした。ちょうどそのころ、世界一

こaふ（きずな　　ｌｈｕｔａｌ　　　　　　　　　　　　　　きずな
幸福の絆の国、ブータンのことを知り、RKKの評価基準を「三つの紳」としました。会員同士の絆、会員と留学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－２・



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かながねliんけんみんｃａｌｌ自ぽ　　ｋｓｎｓｆｌｎｇｌｕｉ　かいぜQ生との絆、留学生同士の絆です。そういえぱ神奈jll県が県民センター２階にかなファンクラブを開設。

ｌ●ｓｎｌｎｌｃｓｒ●・ｌｎｌ　　４ろL･ねちに　lp麹麹菌●　　ljよ弓L嫡だLsDょ弓　　L●（巳　　　　よ弓せい
オープニングセレモニーの際、黒岩知事のスピーチのあと利用者代表として祝辞をせよとの要談を受けたとき。

このかなファンクラブを三つの牌作りの場にＬたいと述ぺたところ、式のあと県の若い方から「紳のお話、よかっ

たですネ」と褒めてもらい、嬉しかったことを思い出します。次に会員規橘についてですが、私は１ ３ ０人を適正

¦ごんfi　　　　　k麹ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rl弓てl･t●人数と考え何とかキープできたと思いますが、そもそも適正人数というのは有るのか無いのか。方程式めいたもの

を作られないものか考えてみたものの、これは五里霧中のままでＬた。

･皿:留学生から・たより:皿，

　　　　　　　　　　　　　　　Elie MClaren （米国）元フェリス女学院大学交換留学生

　lhavebeenoverへvhelmed by hospitalitysince l’ve been in Japan. Through RKK, aFerris

homestay, and spending time with new 丘iends,lhave fbltlike a guest everywhere l go. People

訂ealwayseamestlyaskingifl’vebeeneverywhereyeちandiflhaven’t,they usually oｎertogo

withme.“4monthsisw卯too short,”says everyone l talkto, Fve been “hosted”in Kamakufa，

Hakone,Tokyo, and a villagein Yamanashi Prefecture called Doshimura. l have also been

invited to visitseveral people’shomes. Everytime,my hosts have generously looked after every

needandmadesurelhadagoodtime.0neofmyhostsinDoshimurasaidtomeaslwas

leaving,“The nrst time you come here, you’rea relative.Nexttimeyoucome,you’re伍面】y.” Another strikingthing is thatin

Japan, aner doing something 恒n with someone they quite ofien say,“Let’sdo thisagain sometime. When are you ftec?”and

pull out theircalendar, whereas jn America pcople, myseげincluded,usually stop at“Let’sdo thisagain sometjme.”Thisis

something l have taken to heart and wil】bring back home with me ir仙ture practice.Anotherthinglrespectistheartof

making and kccping memoncs. ln my expcricncejhjngs like birthdays, bcginnings and endings have grcat importance in

Japan. There is no casual“goodbye” or“welcome” － instead, handwritten notes，special events, and thoughtfjl gins are

prepared.Bothbeforeandduringmytimehere，l have been given photo prints fiom memories shared with my Japanese

丘iends－onegroupoffiiendsevenputtogetheraphotoalbumandgaveittomeonmybirthday.Beingunaccustomedtothis

level ofcare and gravity,lwas（andstillam）blown away and hope to leam fiom it.Before coming to Japa･, lexpected

isolation.l knew people who would be nearby while l was here, and had some fiiends’contact in拓rmationincaselneeded

anything.“This is okay,”lthoughじT11getby.”Pm glad l was wTong･

4皿:ｸﾞﾙｰﾌﾟ活動だより　・日本語支援ｸﾞﾙｰﾌﾟj:皿1

　　盲一遍i毎省妬i
西地

（　ふになわ捺９こ
区酸細格子

　RKKに入会し、今までさまざまな留学生と楽しく日本語の勉強をしてきまＬた。今、何よ

りも感じていることは、留学生の方々の若さとパワーです。日本に来て、戸惑うことや大変なこ

とも多いのではないかと思いますが､アルバイトをしながら大学で学ぴ、自分なりに精―杯努力

　　　　　　　　　　　　　曹がた　　IIろ　lfん●　　　　　　　ｌｌｌｌｎｔ●●ｒ　りづしようとしているそんな姿¦こ私の方が元気をもらいながら、このボランティアを峻けています。

インドネシアからの女子留学生￥さんは、漢字もかなりすらすら読むことができ、ぴっくりし

　　　　　　　　　よこ¦ままこ{･いliんき●ltい　いん･い　　　　　　　かいL● L●ILj4　1'んllてしまいました。横浜国大の研究生から院生となり、今は日本の会社に就職して頑張ってい

　　　かSによ　　lslii●j li･ぴよ1aいよｉ　　　ｃ１●Ｇｋ　　　　ぷんLjl　　　かたいaLよ忖んきう　　　　　　L●かいます。彼女とは、ゼミの発表内容の日本語チェックをしたり、文章のまとめ方を一輪に検討したりしました｡社会

学部のゼミの内容については、専門でない私には分からない部分がありましたが、彼女の説明を聞きながら、なん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－３・



とか発表できるものに仕上げることができました｡インドネシアのこともいろいろ知ることができ､私にとって貴重

な経験でした。今は、中国からの学生さんを担当していますが、皆さん真面目で、日本語も中国である程度勉強し

てきていて、明るくいろいろなことを話してくれます。間違ったところは時４直しながら、時には短い文章を書い

てもらって直したりしながら、お隣の国の学生さんとの会話を楽しんでいます。大学院への受験の準備や、

ｌｌｔ・ｙ　ｓｈ●ｓｌ　めん替り　　　　　　　　　　　slpp6｢tエントリーシートや面接の準備など、少しでも日本語のサポーﾄができれぱと思っています。

1皿>ﾙづ活動だより文化･ﾌｧﾐﾘｰ交流グループ:皿9

　湘南ひ弓つか七タ祭11

　11.11わtiiいa1.。もと6i。

平塚七夕祭りがiiiされまLた｡11かiから

。i祠rと。｡63ぶ:､‘i4な28j論

6u｡1i｡ゐ､a笑､zWわｕａ｡;ぶ=i

｡。圭li一応｡1､右a｀｡1ぶｋ

願い事を書き七夕の歴史を学ぴ多くの留学生と語り合い､歌を楽しみました｡平塚ハ幡神官では茅の輪くぐりを体験

し、七夕会場では美しい七夕飾りを大勢の人で込み合う中見物しました。（槍屋記）

　　　｛七タ疹つ11写真葛力l池－ムページhltp:y/rkk.world.coocalljp/に掲載されZ:い疹喀。）

　　　The Tanalsa･a fesflyal ln NIra･suka organlzed llv RXK

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MunkhtuulLkb窮v自suren（Molgolia）横浜国立大学

My name is Munkhtuul. Pm from Mongolia. 1

havebeenstudyingGraduateschoolofYokohanla

National university since 2015. 1'm interestedin

Japanese　cultures.The　Tanabata　fbstival

originated fiom the chinese star festival Qi xi

which was celebrated in China.Tanabata

celebrates the meeting ofthe deities orihime and

Hikoboshi.According to legend， the Milky Way separates theselovers，andthey

arcaHowcdtomcctonlyonccaycaronthcscvcnthdayofthcscvcnthlunarmonth

of the lunisolar calendar. The date ofTanabata varies by region ofthecountry,but the flrstfestivitiesbegin on 7 July of the

GTcgoHan calcnd訂.The istival was introduced to Japan by the Emprcss K5kcn in 755,Large-scalc Tanabata fbstivalsare held

inmanyplacesinJapan,themostfhmousofwhichisheldinSendaifyomAugust5toAugust8.1n the Kanto area, thebiggest

Tanabata festivalis celebrated in Hiratsuka, Kanagawa for a 狗w days around July ﾌ，Largecolor毎l streamers and sasa-kazari，

or bamboo-decoration, can be seen allaround. People decorate branches ofa cut bamboo wjth stnps ofpaper, called tanzaku, on

whichtheywritepoemsorproverbs,andcoloredthreadslikewiseadomthebamboobranches.I'mveryhappytoattendTanabata

fbstivalin Hiratsuka which is organized by RKK NP0. 1t was firsttime Tanabata experience for me and great opportunity to

especiallylntemational students for Japanese culture experience，First,weworeniceyukataandwenttoshrineforpraying.We

alsohaddecoratedBranchesofBamboowithtanzukuwhichwewritcourwishcsandwehopewishescomctrue,Thank you for

arrangingthisactivityandlwouldliketosayweappreciateyourgreatsupportandkindnessbehalfoflntemationalstudentswho

attendTanabata fbstivalorganized by RKKJwish allthe best for your iture endeavors. (1211' ofJuly, 2017)

新入正会員のみなさまへ：よろしくお願いします！

　　富志乃潰愁（戸塚区）、藤井万亀子（港南区）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

　　　　　　　　　　　　　-4･



1皿:j ｸﾞﾙｰﾌﾟ活動だより　社会･工観学ｸﾞﾄﾌﾟ]皿･

　　　つきじじふうかいしじふうつきじほんかんじけんかくき
　　　築地場外市場・築地本願寺見学記（Tsukiji Markef 18 June Z017）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEMuykim（Cambodia）横浜国立大学

　ltwas a rainy day. l went to Tsuk巾Market which probably was the biggest nsh market in Japan. lt is located in Tokyo､ and we

cangotherebytakjngatraintoTsukりiStation.ltwasasmalltourarrangedbyRKK､sotheparticipantsweretheRKKvolunteers

and international students from China、 vietnam.Malaysia、Namibia、and

Cambodia.l have been participatingin RKK events since l came to Japan last

September for my master degree. RKK has helped many jntemalional students to

improve theirJapanese language ability､and l also have a RKK Japanese teacher.

My tcachcr and l mcct cvcry Monday and talk about various topics、sothatlcan

improve my speaking skill、On that day、my Japanese teacher alsojoined the tour

to Tsukiji Market. Shetookgreatcareofmeandevenshared her umbrena with me

whenitwasraining.Eventhoughitrained､buteveryoneenjoyedthetoursomuch.

lthinkTsukりi is not only the touristattractionspot for foreigner but also for Japanese people. There were so many Japanese

thcrc､and thcy also enjoycd cating scafood and raw nsh. l think it is a rcally good placc to spcnd wcckend with family for thosc

who ljke seafood. Wereal】y had a good experjence seejng the fieshnshes and seafbod so】dat each food stal1、andthereareajot

oflocal foods as wcll.Not only ficsh 励h and scafood､but there are a】somany products made from fishand scaらodthatwe can

buyassouvcnirfbrfhmilyorftiends.Thc RKK organizcrs havc booked some p】accsat a local restaurant forlunch. lnthemenu、

thcrc arc so many kinds of＆遥面j which is a bowl ofricc with various kinds ofraw nshes. Forcigncr might find itsurprising to

see Japanese people eat raw fish､but it is very common in Japan､ and it is one ofthe most popular Japanese foods in the world.

TheSashimiwasofTercd in sct with a smal】bowlofMisoSoup.HavingthchotMisoSoupinsuchacoldwcatherwassoamazing

becauseithelpeduswarmourbody.MisoSoupisakindoftraditionalJapanesesoup.ltisverydeliciousandhealthy､anditis

adailyfoodinJapanesefhmily.AsetofSashimiandMisoSoupcostus1､000yen､whichisprobablylOUSD.Thisisconsidered

a fairyreasonable price for Japanese food especial]yfoTsa辿i･面.The rain stillkept fhlling aner lunch､ but that did not stop our

exploration in the Tsukりiarea.We went to a Japanese shrine called TstlkijiHonganJi､ nhi吐the exterior design ofthe building

was very distinctive丘om other Japanese temple. lt more looks like a huge building with ancient design. The interior design is

verybeautj毎l､and the wall is very shiny becauseofitsgo]d coloE The templeusedtohold毎neral for many fllmous politicians、

and itis also a place to hold wedding ceremony as well.

　lreally had a good time with RKj(volunteers and intemational 丘iends at the Tsukりi Market. l think it was a really good

experience thatl could explore the Japanese local market which l rarely see in Japan､ and it was a good way to leam more about

Japanese culture as we11.

　つきじじょうがいしじょうおな　　　みせつうろならいっしゆめいろ　築地場外市場は同じような店と通路が並ぶ一種の迷路です。そこで、３グループに分かれて移動する作戦を立て

　　　　　　ｇｒｄｕｐ　はな　ひと　で　　　　　せいこう　い　　　　　　　ごご　　　し　てん　はじましたが、グループから離れる人が出るなど必ずしも成功とは言えませんでした。午後になると閉める店がで始め

　　　　　しょくじさんさくあと　　　　　　　　かいせんどん　さら　おい　　　こうか　　　　おも　　　　かいせんどんるため、食事は散策の後にしました。これで｢海鮮丼｣が更に美味しくなる効果もあったと思われます。海鮮丼を

た　　　　いちぱんず　　じこく　りょうりなに　　　　ｔｈｅｍｅ　かくｔａｂｌｅ　　ａｌｎｌこうりゆうかいかいさい　　　つきじ食べながら｢一番好きな自国の料理は何か｣などをテーマに、各テーブルごとにミニ交流会を開催しました。築地

｢iんがんじ　ｖｏｌｕｎｔｅｅｒかた　　ほんかんじ　れ舎し　てんじぶつぶっきょうこころ　　　　　はなしうかか本願寺ではボランティアの方から、本願寺の歴史や展示物、仏教の心などについてお話を伺うことができまし

　　さいきんけいこう　　　にほんご　　　な　　　くに　　さんかしゃ　こんんかい　　　　　　　　　　　ふた。最近の傾向として、日本語にあまり慣れてない国からの参加者＜今回はNamibia、Cambodiaなど＞が増えてい

　　　　　あんないきょくりょくえいやく　　　　つと　　　　やまぐちるため、案内も極力英訳するように努めました。(山口　記)
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おもな活動（2017/5̃2017/了）
IE圖IS

m

　◇5/5サポートセンターにて、午前は理事会、午後は第８回通常総会が闇かれ、2017年度の事業計画、

　　定款変更などが承認された。引き綾き開催された「懇話会」には「ボランティアと私」をテーマとして、

　　総勢40人の参加のもと、情報・意見交換がなされた。

区茸亘三ﾃﾞﾌ浸

　◇6/25午後、サポートセンターR711にて28人のスタッフの参加のもと、2017年度第１回スタッフミーティ

　　ングが行われ、本年度のスタッフ体制を確認した。その後、恒例の活動グループ、地区交流会、委員会

　　それぞれから、本年度年間計画を主体にC&C（報告・連絡そして相談）が実施された。
匪召Ξヲ

　◇日本語支援G:10月、11月の日本語の教え方講習会を企画中。

　◇文化・ファミリー交流Ｇ：大岡IRで碁レッスン圈始。7/8の湘南ひらつか七夕まつりには60人が参加。

　◇中国語学習Ｇ：６月から８月までの新たなコースがスタート。

　◇社会一工場見学G:6/18築地場外市場、築地本願寺散策に23人が参加。
阿蘇顛

　◇東地区:7/9に交流会と懇親会を実施。７人参加。

　◇西地区:4/23のフレンズ戸埋での交流会には11人が参加。次回は7/30を予定。

　◇南地区:5/12に檎国大留学生会館でのスプリングパーティーに参加。7/23に地区交流会を実施。

　◇北地区:7/22に地区交流会を「みなくる」で実施。旭区市民活動センターでのPR屋実施を検討。

　◇中央地区:6/4に個学生２人を招待Ｌ地区交流会を実施。９人参加。

　◇湘南地区:6/20に新入会員を含め交流会を実施。スタッフ変更調整。
額面

　◇会員委員会:6/25マッチング検討会を実施。留学生名簿の更新作業。

　◇広報委員会:RKKニュース68号の編集。RKKニュース送付先の精査。

　◇就活情報支援委員会:6/9に委員会を開催。就活情報をメール配憎。

　〈〉企画委員会：夢ファンド、審附、賛助会員入会の推進。会鰻重予約システム対応。

　◇会計委員会：収支決算一事集計圖予算作成。定款変更手続き。

　◇事務室：事業計画一篇実害作成・総会開催。NPO事業報告書の作成と提出。「しおり」の編集。

　　　感冒:　地区ｶヽらのたより

　1.j弓塀＆９＜　●､低く　　SI●●Z!
jl11!?讐??゛??

最近､湘南地区のﾒﾝﾊﾞｰが増えていることが話顛になっているというが、

:皿･

　　　　湘南地区青池愛子

確かに発足時には藤沢では長谷川さ

んを中心に5、6人で活動をしていた。長谷川さんが80歯まで活躍されRKKの藤沢での活動の基盤を作って下さっ

た。長谷jllさんは背の高い、恰幅の良い方で歩き方も大股でさっさと歩かれるのでまだお若いとみていたのですっ

かりお任せしていましたがある時、もう今年で80塗になりますし透析もしてますので役を代わってほしいと言わ

　　　1●　iぎａ　　Ｌｌｌ　ｆ・ｉｉｌｉこうElsl　かlがた　　　　　　　　Diりかfzなぱを嵯つ　　　ｅ咆1　iLさ勿
れた時は驚いた。今、フフミィリー交流の方４が中心にやっている平塚七夕祭りなどは地元の吉潭さんや

ｓ ｌ ｌｌｔがかU　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　aJ●うかくせい島り　吻かた　唐

イヴェント係と湘南地区が中心になって、年によっては40人くらいの留学生が集まり浴衣を着せるのにてんや

　　　　　　　　　　　ifんざい　　　巴jｾﾞLt　だん菅1･　　　おも　　　　曹いLんＩｌｉｌ●ｒ　　　　　　ｌａ・●ｇｌ●●わんやしたものだ。現在は23人（女性7人男性16人）で主に藤沢活動推進センターで活動しているがホームページ

を見て最近新しく入会された方４は主に横浜で活動されている｡メンバーは鎌倉7人､藤沢６人､逗子4人､伊勢原、

秦野4人､平塚1人､大磯1人と広域にわたっている。伊勢原､秦野がどうして湘南地区になったかはわからないが、

最初、RKKの創始者の古潭さんが平塚で活動をしておられた頃、東海大まで教えに行っていたという経過からきて

　　　　　　　　　　　　　　　　　1ろかLsSい　　　けい迦ろ　Ljaなんこaか一1･ lz-lい　　　　　　Ｃてん　ｉ●ｌｌｌｔｌ自１いるのだろうか｡この地区には東海大をはじめ慶応大や湘南工科大や日大などあるが現在の時点ではボランティア

を受け入れる態勢があまりないので、この地区で教えたいという要望には一般人を教えるしかないということでこ

の地区だけ特別に一般人も教えてよいということで現在に至っているが、最近ではやっぱり留学生だけに限定すべ

きだという意見が出てきている。留学生の場合は日本語指導ということが中心になると思うが、一般人の場合はい

－６



ろいろな事情で日本に住むことになり、言葉の習得は切実な問題で、習得Ｌなけれぱ
１６１１ｕｎｌｌｌｔｌ６●コミュニケーションもうまく

いかず日本で暮らすのが難しくなるし、仕事もできないそのほかいろいろな問題を抱えているから日本語支援と

いう形で対応しなけれぱいけない。一時的に日本にいる留学生より大変ではないかとも考えると教えてほＬいと

いう電話に無下にも断れない現実がある。

　　　　41皿:!　トピツ･ワス　jﾐｰｰ･

　aS諺●ごく11つだ11Sくll●ろSく値SliIS¶1･&slFll●　llF4V
　“町大学留学!き!1ｽ■11ﾝヴﾊﾞ‾苧ｨ　。，，。　　　　　。｡。　，｡っ

j雲ごコごzこ1)ごここlﾌﾞ;:ぷ)Iヅご6"ゲフ

　　　　1･んljいかた1･たＬｉんfzlんたい　　　lll･　　みなゐ「ｉｔ自１９　ａｌｌ１やその関係の方々、支援団体〔ＲＫＫの他に横浜南ロータリークラプ〕で、留学

生をはじめ､それらの方々との交流ができました。この留学生会館には短期留学

生や家族同伴の留学生も居住しており、パーティにもそれらの留学生、中には

子供達れで参加していました。短期留学生には欧米系や中東系の出身者が

Dか4t自･1　わた4Lどもつうじょl　　　　　　　　　　　　ご（　ｖｊｒｉ●ｔＦ
比較的に多く、私共が通常、交流している留学生よりも出身国がバラエ于ィに

富んでいました。私共に鮨なじみの留学生も参加しており、和やかなバーティでした。そこではＲＫＫ活動の

アピール、近々の見学会の案内、囲碁交流の紹介等も行いました。（深水記）

　　　　　　　　しりつだいがくしんにゆ弓　　　かんlfいかい
　　　　横浜市立大学新入留学生歓迎●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がり　　か　かなき一一･14いＩＩｌｌＵＩ　横浜市立大学の新入留学生歓迎会（５月１０日、金沢八景キャンパス）

にＲＫＫから津田さん、岩瀬さんと深水が参加しました。この歓迎会は

留学生会（会長は日本人学生）の主催によるもので、留学生は勿論、日

本人学生、大学の先生方や関係者、支援団体｛ＲＫＫと金沢国際交流

llllll
ラウンジ｝が参加しました。この留学生歓迎会には日本人学生も参加し、

留学生と日本人学生との交流の場でもありました｡留学生と懇談すると共に支援団体の方々とも留学生支援の

話を聞くことができました。留学生の出身国はアジア系の他に欧米系、アフリカ系、中東系等もおり多彩で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　af●hlnistl門した。会場ではＲＫＫの活動、見学会の案内等をアピールしましたが、アフガニスタンからの留学生がさっそ

　　　　　　に･うかLQIろ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¦=ゐ　　　　　　　ざいが4くＲＫＫに入会登録をしてくれました。横浜市立大学には留学生は１ ０７人〔2016年５月〕が在学してい

るそうです。（深水記）

　　　　　ふこはまぢくちゅうごく　　　がくゆうかい
　　　　　横浜地区中国留学生学友会

　４月２９日（土）に横浜市技能文化会館（関内）で開催されまし

た。ＲＫＫからは深水理事長ほか３人（布津さん、津田さん、岩瀬）

が参加しました。新入生を中心に、学友会員やＲＫＫを含む友好団

　　　　　そうぜいやく　　　おお　　　　にぎ　　　　　　　　ご体などで総勢約８０人の多くの参加者で賑わいました、新会長の呉

かしょう　　　　だいがくいん　あいさつつづ　　だんたいしふうかいちゆうせんかい
華章さん（横国大大学院）の挨拶に続いて、団体紹介、抽選会な

　　　　　　　栖ｖｌｎｌ（　Ｄａどいろいろなイベントが繰り広げ 　　　吻9がた　に　よiられ、夕方５時から夜９

麹交を澗める会でＬた。日本語の学習

時までの長時間に亘って新入生を歓迎しての会員同士の

　　　C●1･i LょらQい嶮ぬ　　　　L●aLょく●こ（　　ｌｌｊｎ　　　たくiん大学授業、将来の夢〔日本での就職、帰国してのプラン〕などの沢山

　わ・いなか　　　　　　　こＣん　　　　　す3にん　ＩｒａｕＤ　　　迦　11の話題の中で、ＲＫＫの紹介を個人同士だけでなく数人のグループとの話し合いを通して行うことができて、ＲＫ

Ｋにとっても大変有意義な時間を持つことができました。（岩瀬記）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－７・



大岡1,R.で囲碁々ラ７
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　　　　　　き　ＳかりＳか　よこ11まこ（ijQだL･お趙･かｉｌｌ●ｌｉｌｔｉ●ｎｌｌ　Ｆ●ｌｉｄｓｌｌ●　かい
　RKKでは去る６月５日、横浜国立大大岡インターナショナル・レジデンス１階

ｇｌｌｔｕｒ・ｈ・｜｜　ごll・16nliC　　　　!､L･Laう　　　　　りlろIQ唾ILliよ

カルチャーホールで碁レッスンを始めまＬた。対象は横浜国大の留学生及び

その友人の日本人学生で、碁を通じた友達作りが期待されます。今後は夏休み

期間を除き第一月曜と第Ξ金曜の午後４時～６時に上記カルチャーホールで

開催されます。いまRKKでは碁好きの４人が対応していますが、今後、レッス

　に●こILeぞ･lか11　11・dや4　＆そ4　かんか　　　　　　備lllL●

ン受講者の増加と共にリード役の不足が考えられますので、希望者は山口靖夫

さんまでご達絡ください。（kesaJiro0822@yahoo.co.Jp）（大田配）

むk画風葬鵡今

　RKKの活動に興味をお持ちの方はホームページをご覧ください。

　入会申込書はホームページ｢入会案内｣からダウンロードできます。

詳しくは、HomePage(weh site)『ii弓iTi函で検索をお願いします。
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留学生の皆さんへ/For lntemational Students
Let's join one-to-one Japanese tanguage supporting plx〕gram by volunteers.

　　　　・日常会話(DailyConversalion)　･ビジネス会話(BusinessConversation)

･卒論、レポートの文書指導（Writing Japanese Thesis ＆Report）

･新聞／書籍等の読解（Reading Newspaper ＆Books）

・日本語能力試験（Japanese Language Pronciency Tesl）

･就職活動りob Hunting ・ Entry sheets/lnterviews）

E司oy visitingplants/1aboratoriesand participatingin various cl11turalexchanges.

　　　　　　Contaet:津田（Tsuda）e-mail: gakuraJudakei＠ybb.nejp

　　　　　　Home Page : httD://rkk.world.coocan.iD/

　　　　　　Scan thiscode f11rgetlingapplicationform
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　　　ほうじん

NPO法人
1dllが４萱L･　かiz　l　かLI
留学生と語り合う会

　飢んら（●俯　　　　　　　　　　　　　　　　121わ6あつL迪　絡　先:〒245－0008横羞市泉区弥生台9-1-12-407萩原　敦

Ｅ　メ　ー　ル:『kk1025ofnceiayahoo.co.iD　Tel＆Fax 045-813･8327

ホームページ:http://www.world.comcanJp/

Friendship Association fbrlnlemaliolal Studenls alldJapaneseM】ll】nleers

RKKニュース編集:RKK広報委員会１号担当西岡誉富　July25.2017
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